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「
日
本
医
労
連
の
歴
史
か
ら

学
ぶ
産
別
統
一
闘
争
」

温
井

伸
二
氏

（
日
本
医
労
連
顧
問
）

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
佐
々
木
悦

子
中
央
執
行
委
員
長
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
様
々
な
制

約
や
困
難
の
も
と
で
の
奮
闘
に
敬

意
を
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
政

府
が
示
し
た
来
年
2
月
か
ら
の
看

護
師
・
介
護
職
員
な
ど
の
賃
上
げ

方
針
に
つ
い
て
、
「
『
雀
の
涙
』

ほ
ど
の
金
額
で
、
全
国
で
働
く
看

護
師
の
6
割
程
度
が
対
象
と
な
る

だ
け
。
患
者
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
全
て
の
医
療
・
介
護
従
事
者

の
社
会
的
役
割
に
見
合
う
賃
金
を

勝
ち
取
る
た
め
、
日
本
医
労
連
に

結
集
し
、
22
春
闘
大
い
に
奮
闘
し

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
野
晃
一
氏
が
「
衆

議
院
選
挙
後
の
政
治
勢
力
の
変
化

と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
（
別
掲
）
、
森
田
進
書
記
長
が

22
春
闘
構
想
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。22

春
闘
構
想
で
は
引
き
続
き
生

計
費
原
則
に
基
づ
き
、
月
額
平
均

4
万
円
以
上
、
時
給
誰
で
も
2
5

0
円
以
上
の
要
求
を
掲
げ
、
企
業

内
最
賃
28
円
以
上
引
き
上
げ
と
ベ

ア
回
答
引
き
出
し
を
最
低
条
件
と

し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
統

一
闘
争
で
た
た
か
う
こ
と
を
提
起

し
ま
し
た
。

大
幅
増
員
で
は
、
厚
労
省
の
示

す
「
看
護
師
需
給
推
計
」
で
は
極

め
て
不
十
分
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
看
護
師
不
足
が
国
民
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
い
ま
、
「
め
ざ
す

べ
き
看
護
体
制
の
提
言
」
に
基
づ

き
各
県
毎
の
看
護
師
数
を
要
請
す

る
こ
と
、
夜
勤
実
態
調
査
の
結
果

を
全
て
の
県
で
記
者
発
表
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

「
い
の
ち
署
名
」
を
軸
に
、
引
き

続
き
賛
同
議
員
を
増
や
し
政
治
を

変
え
る
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
最
後
に
、
「
コ
ロ
ナ
を
経

験
し
私
た
ち
の
運
動
は
多
く
の
国

民
に
受
け
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
確

信
に
、
運
動
は
委
縮
さ
せ
ず
、
大

き
く
広
げ
て
世
論
を
つ
く
る
、
そ

の
中
心
に
我
々
が
立
つ
決
意
だ
」

と
強
調
し
提
案
と
し
ま
し
た
。

討
論
で
、
9
組
織
か
ら
取
り
組

み
報
告
や
22
春
闘
構
想
へ
の
補
強

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
佐
々
木
中

央
執
行
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
1
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

土
台
は
職
場
の
中
に

2
日
目
は
、春
闘
学
習
と
し
て
、

講
演
1
「
春
闘
の
歴
史
」
鎌
倉
幸

孝
副
委
員
長
、
講
演
2
「
日
本
医

労
連
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
産
別
統
一

闘
争
」
（
別
掲
）
温
井
伸
二
顧
問

を
講
師
に
学
習
し
ま
し
た
。

講
演
1
で
は
、
春
闘
の
歴
史
に

つ
い
て
、
官
民
、
非
正
規
含
め
全

て
の
労
働
者
を
巻
き
込
み
、
国
民

的
要
求
と
結
合
し
国
民
春
闘
に
発

展
し
て
き
た
特
徴
と
教
訓
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
企
業
に

対
す
る
社
会
的
責
任
の
追
求
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
役
割
発
揮

が
春
闘
の
前
進
に
は
不
可
欠
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
や
仲
間
を

増
や
し
、
職
場
と
地
域
か
ら
元
気

な
春
闘
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

最
後
に
森
田
進
書
記
長
が
、「
今

日
の
学
習
を
力
に
職
場
内
で
大
い

に
運
動
を
展
開
さ
せ
る
22
春
闘
を

た
た
か
う
決
意
を
固
め
あ
え
た
」

と
ま
と
め
、
終
了
し
ま
し
た
。

春
闘
討
論
集
会
講
演
録
は
後
日

「
医
療
労
働
」に
掲
載
予
定
で
す
。

先の衆議院選挙について①進めてきた野党共闘のねら
い、②衆議院選挙結果をどうみるか、③野党共闘の展望に
ついて、お話を頂きました。
野党共闘のねらいについては、小選挙区制度のもとで、

憲法守る立憲野党が議席を伸ばすには、政策合意にもとづ
く候補者調整が不可欠なこと、政権を変える選択肢を提示
して、棄権者の選挙に呼び込むこととし、4分の3の小選
挙区で一本化が出来たと話されました。そして、衆議院選
挙については、日本の政治・選挙が公平性を欠く状況にあ
るとして、選挙直前に自民党総裁選でメディアジャックが
行われ、自民党広報のような報道が連日行われたことを指
摘しました。そのうえで日本の民主主義が瀕死の状態と訴
えました。
一方で選挙結果については、2012年以降の議席動向から

は、自民は議席減で維新も横ばい、立憲民主は改選議席こ
そ減らしたが、立憲野党の勢力では増えていると話されま
した。また、小選挙区制度が導入された96年以降、それま
で70％前後だった投票率が60％を割る水準になっているこ
と、自民党の獲得票が2700万票前後の固定票になっている
ことを指摘し、選挙で勝つポイントはあくまでも棄権者を
投票に向かわせることだと話されました。
また、今回の衆議院選挙について、競り負けはしたがこ

こまで来た成果は大きく、引き返さずに一本化の枠組みで
前に進めることの大切さが確認できたとしました。

産
別
と
は
何
か
、
統
一
闘
争

と
は
何
か
に
つ
い
て
触
れ
、「
日

本
医
労
協
（
医
労
連
の
前
身
）

結
成
以
来
営
々
と
運
動
し
、
要

求
を
前
に
進
め
て
き
た
土
台
に

つ
い
て
、
た
た
か
い
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

話
は
、
た
た
か
い
の
歴
史
へ

と
う
つ
り
、
白
衣
の
人
権
闘
争

と
呼
ば
れ
た
「
病
院
ス
ト
」
や

「
夜
勤
改
善
闘
争
」
「
ニ
ッ
パ

チ
闘
争
」
、
看
護
師
不
足
を
社

会
問
題
に
し
た
「
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
」、
現
在
に
つ
な
が
る「
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
」
の
た
た

か
い
な
ど
に
つ
い
て
社
会
背
景

を
含
め
話
さ
れ
ま
し
た
。
と
く

に
「
看
護
婦
1
1
0
番
」
の
取

り
組
み
で
社
会
問
題
化
さ
せ
た

「
お
礼
奉
公
」
は
、
あ
ま
り
に

ひ
ど
い
人
権
無
視
の
実
態
が
強

く
印
象
に
残
る
も
の
で
し
た
。

国
民
の
命
に
直
結
し
て
い
る

医
療
・
福
祉
産
業
だ
か
ら
こ
そ

国
民
の
支
持
と
共
感
を
背
景
に

運
動
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
の
優
位
性
を
生
か
し
た

産
別
統
一
闘
争
の
強
化
が
必
要

だ
と
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
講
義

で
し
た
。

6
月
に
香
港
の

ポ
ッ
プ
ス
タ
ー
、

デ
ニ
ス
・
ホ
ー
の

姿
を
追
っ
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画「
デ
ニ
ス
・
ホ
ー

ビ
カ
ミ
ン
グ
・

ザ
・
ソ
ン
グ
」
と
い
う
映
画
を
観

ま
し
た
▼
主
人
公
は
香
港
、
ア
ジ

ア
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ
り
な

が
ら
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
、
「
雨
傘
運

動
」
で
は
香
港
市
民
と
と
も
に
デ

モ
に
加
わ
り
ま
し
た
。逮
捕
さ
れ
、

世
界
的
有
名
企
業
の
ス
ポ
ン
サ
ー

は
中
国
政
府
の
圧
力
で
撤
退
し
、

所
属
事
務
所
か
ら
も
契
約
を
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
彼
女
は

逃
亡
犯
条
例
反
対
の
デ
モ
に
も
加

わ
り
ま
し
た
。「
ス
タ
ー
の
地
位
よ

り
も
、行
動
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
」

と
の
彼
女
の
言
葉
に
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
▼
香
港
で
の
人
権
弾
圧

を
非
難
す
る
国
々
に
対
し
て
中
国

政
府
は
「
非
難
す
る
資
格
は
あ
る

の
か
」
と
う
そ
ぶ
き
ま
し
た
。
確

か
に
日
本
に
も
多
く
の
問
題
が
存

在
し
ま
す
。
医
療
崩
壊
で
い
の
ち

を
犠
牲
に
し
て
ま
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
強
行
し
ま
し
た
。

沖
縄
・
辺
野
古
で
は
市
民
を
暴
力

的
に
弾
圧
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
中
国
が
熱
烈
に

支
持
し
た
と
き
、
人
権
弾
圧
の
中

国
と
同
類
に
扱
わ
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
▼
香
港
市
民
が
小
口
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
成
功
さ
せ
た
シ
ー
ン
は
、
那
覇

市
長
の
瀬
長
亀
次
郎
を
助
け
る
た

め
に
税
金
を
納
め
る
市
民
の
行
列

が
で
き
た
と
い
う
話
を
思
い
起
こ

さ
せ
ま
し
た
。
「
世
界
中
で
展
開

す
る
民
主
主
義
を
求
め
る
た
た
か

い
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

描
写
し
た
」
と
の
映
画
評
と
同
じ

思
い
で
す
。
願
栄
光
帰
香
港
！

組織建設

諸課題

賃上げ日
本
医
労
連
は
１２
月
２
日
〜
３
日
、
「
２
０

２
２
春
闘
討
論
集
会
」
を
開
催
。
６
全
国
組
合

３９
都
道
府
県
医
労
連
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
集
団

視
聴
含
め
２
日
間
で
延
べ
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、
春
闘
構
想
を
基
に
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

佐々木悦子
中央執行委員長

22春闘奮闘の決意を固めあった会場参加の皆さん（12月2日）

衆議院選挙後の政治勢力の
変化と今後の展望

衆議院選挙後の政治勢力の
変化と今後の展望

（上智大学教授・市民連合代表）
中野 晃一氏

記念講演記念講演
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る
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医
療
・
介
護
・
保
健
所
な
ど

社
会
保
障
の
拡
充
を
た
だ
ち
に

開
会
の
あ
い
さ
つ
や
基
調
報
告

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

は
、
経
済
活
動
や
国
民
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
医
療
を
は

じ
め
と
し
た
社
会
保
障
・
福
祉
体

制
の
脆
弱
さ
を
明
ら
か
に
し
た
と

指
摘
。
い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し

を
守
り
、
新
た
な
感
染
症
や
大
規

模
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
医

療
・
介
護
・
保
健
所
な
ど
社
会
保

障
を
た
だ
ち
に
拡
充
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
保
健
所
の
拡
充
と
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
・
保
健

師
等
の
増
員
に
つ
い
て
計
画
を
示

す
こ
と
、
公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
統
合
「
再
検
証
リ
ス
ト
」
を
撤

回
し
、
公
立
・
公
的
病
院
の
拡
充

計
画
を
示
す
こ
と
、
を
掲
げ
て
新

い
の
ち
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、本
田
宏
氏
に「
新

型
コ
ロ
ナ
危
機
で
明
ら
か
と
な
っ

た
脆
弱
な
日
本
の
医
療
と
そ
の
背

景
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
（
別
掲
）

統
合
・
移
転
あ
り
き
で
は
な
く

地
域
住
民
の
意
見
の
反
映
を

特
別
報
告
で
は
、
宮
城
・
長
野

・
大
阪
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

宮
城
県
医
労
連
の
小
玉
高
弘
書

記
長
は
、
東
北
労
災
病
院
・
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
仙
台
赤
十

字
病
院
・
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
4

病
院
再
編
・
統
合
・
移
転
問
題
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
。
宮
城
県

全
体
の
人
口
2
3

0
万
人
、
仙
台
市

の
人
口
1
1
0
万

人
、
県
人
口
の
半

数
を
抱
え
る
仙
台

市
に
病
院
、
医
療

従
事
者
が
集
中
す

る
の
は
当
然
で
、

今
あ
る
も
の
を
統

合
・
移
転
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
必

要
な
ら
ば
新
し
い

医
療
機
関
を
作
る

べ
き
と
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま

す
。
発
言
の
最
後

に
は
、
地
域
医
療
を
守
る
共
同
行

動
み
や
ぎ
連
絡
会
は
じ
め
、
日
本

医
労
連
な
ど
で
取
り
組
む
署
名
へ

の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

住
民
と
の
協
同
を
作
り
地
域
に

あ
っ
た
医
療
介
護
体
制
実
現
へ

意
見
交
換
で
は
、
静
岡
・
千
葉

・
京
都
・
愛
知
・
徳
島
・
和
歌
山

・
兵
庫
・
東
京
・
宮
城
か
ら
こ
の

間
の
貴
重
な
経
験
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
市
民
は
黙

っ
て
い
な
い
ぞ
！
の
気
迫
を
感

じ
、
『
主
権
者
は
私
た
ち
』
を
実

践
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
」
「
住

民
と
の
協
同
を
作
り
直
し
、
地
域

に
あ
っ
た
医
療
介
護
体
制
実
現
へ

の
運
動
に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１１
月
２３
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
終
結
行
動

と
な
る「
第
１２
回
地
域
医
療
守
る
運
動
全
国
交

流
集
会
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。集

団
視
聴
を
含
め
、
２
７
０
人
以
上
が
参
加
す
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演の冒頭、本田先生は、日本の
メディア報道はきちんと今の状況を
伝えていないこと、その中で今の医
療の状況をどのように多くの人に伝
えていくかが大切だと強調。この間
のコロナ禍の中で日本は、「民間病院

が80％で公的病院が少ない」と言われているが、なぜ公的病院
が少ないのかを把握する必要があると指摘しました。
財政難で切り捨てられた公的医療機関
本田先生は、公的な医療を財政難で簡単に切り捨ててきた

歴史にふれ、1982年の医師抑制閣議決定、1983年には当時の厚
生省保険局長が雑誌で「医療費亡国論」を私の考え方として
発表し、ここから日本の医療崩壊は始まったと紹介しました。
世界と比較して少ない医師・看護師数
また、医師・看護師がいなければベッドをふやしても稼働

できないこと、医師は世界と比較すると約13万人不足してい
るが、2023年から医学部定員削減が決定していることを説明。
世界で見れば「医療費負担無料」は当たり前であることな

ど、ほとんどの人が知らないことについて、あらためて声を
上げ、確認する必要があると指摘しました。
知らせ広げる大切さ
こうした中で、診療報酬が低く抑えられ、病院が利益を上

げることが難しくなっているが、病院は利益を上げるために
あるわけではない。警察・消防・自衛隊・都道府県庁は利益
を上げていなくても廃止にならないのに、なぜ公立・公的病
院だけ赤字になったからといって再編・統合という話がでて
くるのか、おかしいとことを知らせていくことが大切と強調
しました。さらに、世界の教育にもふれ、デンマークやスウ
ェーデン・ドイツなどの各国では幼い時から「自立と民主主
義」の教育を通じて、政治に対する教育がしっかりされてお
り、そのことから選挙の投票率が高いことがうかがえる。先
の総選挙での投票率は戦後3番目の低さとなった。日本でも
社会・政治・税金の使い方を考える教育が必要であり、コロ
ナはラストチャンスと思って活動してきたが変わらなかっ
た。今もまだ困っている人、おかしいと思っている人はたく
さんいると思う。よりよい社会をつくり、安心して暮らせる
日本にしていくために一緒に頑張りましょうと述べ、講演を
終えました。

●
日
本
看
護
協
会

11
月
29
日
、
佐
々
木
悦
子
中

央
執
行
委
員
長
は
じ
め
、
5
人

の
役
員
で
日
本
看
護
協
会
を
訪

問
。福
井
ト
シ
子
会
長
は
じ
め
、

3
人
の
役
員
と
懇
談
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
福
井
会
長
か
ら
、

岸
田
首
相
の
め
ざ
す
看
護
師
の

賃
金
引
き
あ
げ
措
置
に
つ
い

て
、
看
護
協
会
の
取
り
組
み
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
問
題
意

識
を
共
有
し
、
ま
ず
は
確
実
に

全
看
護
師
に
4
千
円
が
直
接
行

き
渡
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
3

％
程
度
の
引
き
上
げ
に
む
け
、

協
力
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
医
労
連

か
ら
は
第
5
次
コ
ロ
ナ
調
査
と
夜
勤
実

態
調
査
の
結
果
を
伝
え
、
新
「
い
の
ち

署
名
」の
賛
同
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

●
２１
老
福
連

11
月
30
日
、
21
世
紀
・
老
人
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
す
施
設
連
絡
会
（
21
老
福

連
）
を
訪
問
し
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
現
場

の
実
態
を
交
流
し
、
地
域
で
孤
立
す
る

高
齢
者
の
暮
ら
し
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
・
提
供
の
方
法
が
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
・
サ
ー
ビ

ス
の
質
に
つ
い
て
も
、
人
材
確
保
が
困

難
な
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
直
結
す

る
職
員
育
成
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る

実
態
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
今
回
政
府
が
介
護
職
の
賃
金
を

3
％
に
引
き
上
げ
る
政
策
に
対
し
て
、

21
老
福
連
は
意
見
書
を
出
し
て
お
り
、

全
て
の
福
祉
・
介
護
従
事
者
の
抜
本
的

な
処
遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

●
日
本
医
師
会

12
月
1
日
、
佐
々
木
委
員
長
、
鎌
倉

副
委
員
長
、
森
田
書
記
長
が
日
本
医
師

会
を
訪
問
し
、
新
「
い
の
ち
署
名
」
へ

の
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
対
応
い

た
だ
い
た
釜
萢
副
会
長
は
、
要
請
に
関

し
て
は
検
討
す
る
と
答
え
た
上
で
、
こ

の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
政
府
の
対

応
や
、
2
0
2
2
年
の
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
、

医
労
連
の
要
請
団
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
国
民

医
療
を
守
る
取
り
組
み
や
、
医
療
従
事

者
の
人
員
増
や
処
遇
改
善
の
必
要
性
な

ど
は
共
通
認
識
で
あ
り
、
お
互
い
の
立

場
で
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

●
日
本
精
神
科
看
護
協
会

12
月
2
日
、佐
々
木
委
員
長
は
じ
め
、

3
人
の
役
員
で
日
本
精
神
科
看
護
協
会

を
訪
問
。
冒
頭
、
佐
々
木
委
員
長
か
ら
、

対
応
い
た
だ
い
た
窪
田
本
部
長
に
要
請

書
を
手
渡
し
た
の
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

職
場
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま

し
た
。
協
会
か
ら
は
、
精
神
疾
患
が
あ

る
と
い
う
だ
け
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
り
患

し
た
患
者
の
転
院
が
で
き
な
い
と
い
う

問
題
や
、
看
護
師
の
応
援
体
制
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
国
や
自
治
体
の
対
応
の
改
善
の
必

要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知

症
患
者
な
ど
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て

は
、
も
と
も
と
の
看
護
基
準
が
低
す
ぎ

る
こ
と
に
つ
い
て
認
識
が
一
致
し
ま
し

た
。医

労
連
か
ら
は
、
第
5
次
の
コ
ロ
ナ

調
査
や
夜
勤
実
態
調
査
、
め
ざ
す
べ
き

看
護
体
制
の
提
言
な
ど
を
紹
介
し
て
情

報
を
交
換
し
ま
し
た
。

職能団体・業界団体への賛同要請行動職能団体・業界団体への賛同要請行動

日本医師会日本医師会

第
１２
回
地
域
医
療
守
る
運
動
全
国
交
流
集
会

第
１２
回
地
域
医
療
守
る
運
動
全
国
交
流
集
会

日本看護協会日本看護協会

住
民
要
求
に
も
と
づ
く

地
域
医
療
の
実
現
を特別報告をする宮城・

小玉書記長

本田宏氏（ＮＰＯ法人医療制度研究会副理事長）
～「医療法等改正案」参考人質疑から～

新型コロナ危機で明らかとなった
脆弱な日本の医療とその背景

日本精神科看護協会日本精神科看護協会

記念講演記念講演
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コロナ禍の勤務について
どのような負担が
生じているか（複数回答）

精神的負担 69.4%

26.8%

12.1%

10.8%

9.6%

身体的負担

人員不足

衛生材料の
不足

その他

0 20 40 60 80

2.5%賃金
一時金の減額

院内保育所で働く
職員の雇用形態

保育士

非正規 正規

0 20 40 60 80 100

保　育
補助者

栄養士
調理師 62.2%62.2% 37.8%

83.5%83.5% 16.5%

43.5%43.5% 56.5%
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日
本
医
労
連
保
育
対
策
委
員
会
は
１１
月
１９
日
、

院
内
保
育
所
の
充
実
を
求
め
、
厚
労
省
・
内
閣
府

へ
の
要
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

要
請
に
は
、
川
上
真
理
書
記
次
長
を

は
じ
め
保
育
対
策
委
員
と
、
東
京
・
広

島
・
熊
本
・
大
分
か
ら
12
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
「
医
療
従
事
者
の
離

職
防
止
、
再
就
職
促
進
の
た
め
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
財
政
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
2
0
2
1
年
度
は
2
0
0
3
億

円（
昨
年
2
0
1
8
億
円
）確
保
し
た
。

予
算
が
前
年
度
よ
り
15
億
円
減
っ
た
理

由
は
、
執
行
状
況
や
全
体
の
状
況
を
踏

ま
え
た
う
え
で
決
定
し
て
い
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

認
可
保
育
所
と
同
等
の
健
診
等
へ
の

補
助
新
設
に
つ
い
て
は
、
「
認
可
外
施

設
に
は
、2
0
2
1
度
の
概
算
要
求
で
、

園
を
利
用
す
る
児
童
を
対
象
と
す
る
健

康
診
断
の
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
財
務
省
と
の
調
整
過
程
で
は

あ
る
が
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
き
た

い
」
と
し
ま
し
た
。

感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
医
療
機

関
と
連
携
し
て
都
道
府
県
で
も
抗
原
検

査
キ
ッ
ド
を
配
布
し
て
き
た
。
保
育
は

対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
必
要
な

方
が
必
要
な
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
を
作
り
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
子
ど
も
を
安
心
し
て

預
け
ら
れ
た
院
内
保
育
所
の
存
在
は
、

医
療
従
事
者
の
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
う
支

え
の
一
つ
で
あ
り
、
医
療
崩
壊
を
食
い

止
め
る
一
翼
。
国
の
責
任
で
、
そ
の
役

割
に
見
合
っ
た
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と

が
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

会
見
冒
頭
、
保
育
士
の
雇
用
形

態
に
つ
い
て
、
正
規
職
員
（
以
下

・
正
規
）
が
56
・
5
％
（
昨
年
54

・
8
％
）
、
非
正
規
職
員
（
以
下

・
非
正
規
）
が
43
・
5
％
（
45
・

2
％
）
、
保
育
補
助
者
に
つ
い
て

は
正
規
が
16
・
5
％（
14
・
7
％
）、

非
正
規
が
83
・
5
％（
85
・
3
％
）、

栄
養
士
・
調
理
師
で
は
正
規
が
37

・
8
％
（
21
・
6
％
）
、
非
正
規

が
62
・
2
％
（
78
・
4
％
）
と
、

保
育
士
の
約
半
数
、
保
育
士
以
外

で
は
圧
倒
的
に
非
正
規
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

格
差
６
万
７
千
円

処
遇
改
善
が
急
務

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
院
内

保
育
所
で
は
た
ら
く
保
育
士
の
賃

金
と
厚
労
省
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
（
2
0
2
0
年
）
の
保
育
士

・
幼
稚
園
教
諭
を
比
較
す
る
と
、

6
万
7
千
円
も
格
差
が
あ
り
、
処

遇
改
善
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

長
時
間
労
働
の
増
加

閉
園
時
間
後
の
延
長
保
育
に
つ

い
て
は
、「
お
迎
え
が
あ
る
ま
で
」

が
60
・
5
％
（
48
・
4
％
）
と
昨

年
を
大
き
く
上
回
る
結
果
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
で
あ
る

医
療
従
事
者
の
働
き
方
が
影
響

し
、
延
長
保
育
や
時
間
外
労
働
が

増
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。定

員
が
埋
ま
ら
な
い
背
景

今
回
の
調
査
で
前
年
度
と
大
き

く
変
化
し
た
結
果
が
、
定
員
の
充

足
率
で
し
た
。
受
入
率
68
・
1
％

（
81
・
3
％
）
、
昨
年
よ
り
13
・

2
％
減
少
し
て
お
り
、
定
員
が
埋

ま
ら
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
極
端
に
受
入
率

が
減
っ
た
背
景
に
は
、
少
子
化
や

保
育
の
受
け
皿
の
充
足
と
無
償

化
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

と
医
療
従
事
者
の
働
き
方
な
ど
様

々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。感

染
へ
の
不
安
・
偏
見

精
神
的
負
担
７
割

コ
ロ
ナ
禍
で
の
勤
務
に
つ
い

て
、
「
精
神
的
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
施
設
が
69

・
4
％
で
し
た
。
「
ど
こ
ま
で
感

染
対
策
を
徹
底
す
れ
ば
い
い
の
か

終
わ
り
が
分
か
ら
な
い
」
「
医
療

従
事
者
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
偏
見
、

行
動
制
限
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
が

あ
る
」
な
ど
、
精
神
的
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
現
状
を
報
告
し
ま
し

た
。

日
本
医
労
連
保
育
対
策
委
員
会
は
１１
月
１９
日
、
厚
労
省
内
で
「
２
０
２

０
年
度
院
内
保
育
所
実
態
調
査
」
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読

売
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
朝
日
な
ど
マ
ス
コ
ミ
５
社
が
参
加
し
ま
し
た
。
調
査

結
果
は
月
刊
「
医
療
労
働
」
１１
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
保

育
所
会
議
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
、
大
津
日
赤
の
院
内

保
育
所
の
紹
介
動
画
を
流
し
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
日
本
医
労
連

・
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員

長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
広
場
理
事

長
の
池
添
素
氏
か
ら
「
い
つ
か

ら
で
も
や
り
直
せ
る
子
育
て
を

支
え
る
保
育
」と
題
し
て
講
演
。

池
添
氏
は
、
「
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
い
の
ち
が
脅
か
さ
れ
、
保
護

者
の
状
況
も
変
化
し
、
そ
の
影

響
が
子
ど
も
た
ち
に
も
表
れ
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
子
育
て

は
い
つ
か
ら
で
も
や
り
直
せ
る

か
ら
大
丈
夫
と
保
護
者
に
届
け

て
ほ
し
い
」
「
保
育
と
い
う
仕

事
は
、
い
の
ち
を
守
る
、
く
ら

し
を
守
る
、育
ち
を
保
障
す
る
、

や
り
が
い
3
倍
の
仕
事
」
「
3

つ
の
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合
に
結
集

し
、
自
分
も
い
た
わ
り
、
仲
間

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
は
、
川
上
真
理
書

記
次
長
が
「
2
0
2
0
年
度
院

内
保
育
所
実
態
調
査
」
結
果
等

を
も
と
に
、
院
内
保
育
所
の
労

働
環
境
や
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
に
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

19
日
に
実
施
し
た
厚
労
省
・

内
閣
府
要
請
の
報
告
を
森
仁
美

保
育
対
策
委
員
が
行
い
、
そ
れ

を
受
け
て
、
来
年
度
に
向
け
た

要
請
項
目
の
検
討
を
す
る
た
め

に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
分
散
会
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
委
託
化
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
コ

ロ
と
委
託
先
が
変
わ
り
、
保
育

内
容
が
継
続
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
処
遇
も
改
善
せ
ず
経
営
優

先
の
保
育
に
な
っ
て
い
る
」「
保

育
士
確
保
が
難
し
い
」
な
ど
、

現
場
の
実
態
や
問
題
点
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
保
育
対
策
委
員
会
は
、
１１
月

２１
日
、
「
第
４３
回
保
育
所
会
議
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、
保
護
者
を
含
む
３
全
国
組

合
５
都
道
府
県
３１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

厚労省・内閣府WEB要請

第４３回保育所会議
いのち守る、くらし守る、育ちを保障する

講師の池添氏講師の池添氏

保育対策委員会院
内
保
育
所
の
充
実
求
め
声
を
上
げ
よ
う

「院内保育所実態調査」結果

記者発表記者発表
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医労連の１０００ある単組・支部で、組織拡
大に奮闘する「ふやす人」をご紹介します。
今回は、埼玉医労連から埼玉民医労の北村
明子書記次長にお願いしました。

【日時】
２０２２年１月１９日（水）１３時開会
２０２２年１月２０日（木）１２時閉会予定
【会場】
メイン会場『平和と労働センター・全労連会館 ２階ホール』オンライン併用

〒１１３－００３４ 東京都文京区湯島２－４－４
【議事】
（１）承認事項

・２０２１年度上半期決算報告・会計監査報告
（２）採決に付す議案

・第１号議案 ２０２２年春闘方針（案）
・第２号議案 医労連「最賃アクションプラン」

総括および今後の取り組みについて（案）
（３）投票を要する案件

・２０２２年春闘産別スト権投票

埼
玉
民
医
労
が
組
織
対
象
と

す
る
職
場
に
は
、
3
千
人
以
上

の
職
員
が
い
ま
す
。
職
員
の
半

数
以
上
が
非
常
勤
職
員
で
す
。

パ
ー
ト
労
組
員
数
は
2
0
2
1

年
9
月
現
在
、
2
3
1
人
と
な

っ
て
い
ま
す
（
法
人
全
体
パ
ー

ト
労
働
者
1
8
0
4
人
）
。

組
織
拡
大
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
で
は
、
労
働
組
合
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
埼
玉
民
医
労

の
カ
フ
ェ
の
の
ぼ
り
旗
を
作

成
。
コ
ロ
ナ
禍
で
定
期
的
な
労

組
カ
フ
ェ
企
画
を
継
続
す
る
こ

と
は
困
難
だ
っ
た
た
め
、
「
ハ

ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
」
企
画
へ
変

更
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
企
画
は
毎
月
開
催

し
、
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

好
き
な
色
の
材
料
を
選
び
、
瓶

に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
専
用
オ

イ
ル
を
入
れ
て
作
り
ま
す
。
イ

ン
テ
リ
ア
と
し
て
、
喜
ば
れ
、

「
息
抜
き
や
気
分
転
換
に
な
り

癒
さ
れ
ま
す
」
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
好
評
で
す
。

未
加
入
者
に
は
加
入
用
紙
と

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
も
ら
っ
た
支
部
や
部

門
の
職
員
に
お
菓
子
を
贈
り
、

本
人
に
も
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
づ
く
り
を
新
た
な
仲
間

と
共
に
広
げ
、
今
後
も
こ
の
取

り
組
み
を
組
織
強
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

11
月
12
日
、
京
都
に
あ
る
医
療
法
人
が
運
営

す
る
老
人
保
健
施
設
に
労
働
組
合
が
8
人
で
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ろ
う
き
ん
や
医
労
連
共
済
の
説
明

会
を
経
て
、
組
合
結
成
に
向
け
て
の
話
し
合
い

を
行
い
、
職
場
の
こ
と
や
経
営
者
に
対
し
て
、

参
加
者
全
員
が
自
分
の
言
葉
で
想
い
を
語
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
今
の
職
場
を
変
え
る
に
は
、

労
働
組
合
し
か
な
い
」
と
労
働
組
合
の
結
成
を

決
意
し
、
職
場
の
民
主
的
な
運
営
と
年
末
一
時

金
の
支
給
な
ど
を
要

求
に
掲
げ
、
法
人
に

訴
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
の

集
会
に
は
、
京
都
医

労
連
と
京
都
民
医
労

の
役
員
も
参
加
し
、

労
働
組
合
結
成
を
祝

福
し
ま
し
た
。

11
月
19
日
に
法
人

に
対
し
て
労
働
組
合

結
成
通
知
と
要
求
書

の
提
出
を
行
い
ま
し

た
。

11
月
20
日
、
「
第
31
回
病
院
給

食
問
題
全
国
交
流
集
会
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
3
全
国
組
合

14
都
道
府
県
か
ら
66
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
管
理
栄
養
士
の

染
原
剛
さ
ん
が
「
今
、
何
が
で
き

る
の
か
」
と
題
し
て
講
演
。
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な
こ
と
に
制
約
が
か

か
る
こ
の
期
間
を
「
新
た
な
挑
戦

に
向
け
た
準
備
期
間
」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
、
記
憶
に
残
る
給
食
提

供
の
大
切
さ
や
課
題
を
整
理
し
解

決
し
て
い
く
こ
と
に
挑
戦
す
る
大

切
さ
等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

特
別
報
告
は
、
事
前
レ
ポ
ー
ト

を
元
に
8
本
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
提
供
す
る
食
事
の
工
夫
、
日

々
の
業
務
で
の
注
意
点
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
問
題
点
、
セ
ン
タ
ー
化
の

問
題
、
支
部
立
ち
上
げ
か
ら
そ
の

後
の
取
り
組
み
な
ど
、
質
疑
を
含

め
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
全
労
災
の

小
池
勝
則
対
策
委
員
は
参
加
者
か

ら
の
貴
重
な
意
見
と
報
告
を
今
後

の
給
食
対
策
に
活
か
し
、
大
幅
賃

上
げ
・
労
働
条
件
改
善
・
専
門
職

と
し
て
の
働
き
が
い
を
守
る
た

め
、
原
則
直
営
を
目
指
し
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

医
労
連
共
済
事
業
局
の

年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。
年
末
業

務
は
12
月
28
日
ま
で
、
年

始
業
務
は
1
月
4
日
か
ら

で
す
。

申
し
込
み
な
ど
の
締
め

切
り
は
次
の
通
り
で
す
。

❶
火
災
の
加
入
・
異
動
・

解
約
等
に
つ
い
て
は
、
12

月
31
日
郵
送
到
着
分
ま
で

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
含
む
）を
12
月
受

付
分
と
し
て
扱
い
ま
す
。

❷
Ｕ
Ｃ
締
め
切
り
は
、
12

月
24
日
郵
送
到
着
分
ま
で

❸
給
付
請
求
締
め
切
り

は
、
12
月
28
日
郵
送
到
着

分（
慶
弔
含
む
）ま
で

❹
お
助
け
ソ
フ
ト
に
よ
る

慶
弔
請
求
は
、
12
月
31
日

到
着
分
ま
で

◆

◆

休
業
中
の
事
故
受
付
に

つ
い
て
は
表
の
通
り
で

す
。
火
災
・
自
動
車
と
も

事
故
受
付
の
み
の
対
応
で

す
。
一
般
業
務
は
行
い
ま

せ
ん
。

休業中の事故受付
【火災受付】
住宅災害損害センター

03―3366―7908
【自動車共済】
北海道 0120―252―924
東 北 0120―246―250
関 東 0120―898―819
中 部 0120―365―625
西日本 0120―242―365

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
に
反

し
た
夜
間
労
働
、
特
に
長
時

間
夜
勤
に
つ
い
て
は
、
心
身

に
与
え
る
有
害
性
が
科
学
的

に
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
リ
ス
ク
と
し
て

は
、
短
期
的
に
は
慢
性
疲
労

や
感
情
障
害
、
中
期
的
に
は

循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
、
長

期
的
に
は
発
が
ん
性
（
乳
が

ん
・
前
立
腺
が
ん
）
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
面
に

お
い
て
も
、
夜
勤
や
長
時
間

労
働
の
作
業
は
、
酒
気
帯
び

運
転
と
同
等
以
上
の
リ
ス
ク

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
医
療
機

関
で
は
、
夜
勤
・
交
替
制
勤

務
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
よ

っ
て
長
時
間
に
及
ぶ
夜
勤
や

短
す
ぎ
る
勤
務
間
隔
に
つ
い

て
は
、
そ
の
改
善
や
規
制
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

諸
外
国
で
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国

際
労
働
機
関
）
の
「
夜
業
条

約
（
1
7
1
号
）
」
や
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
の
「
労
働
時

間
指
令
」
な
ど
に
基
づ
い
た

規
制
が
行
わ
れ
、
労
働
者
の

健
康
と
生
活
を
保
護
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
看
護
職

員
の
雇
用
と
労
働
お
よ
び
生

活
条
件
に
関
す
る
勧
告
（
1

5
7
号
）
で
は
、
「
1
日
の

労
働
時
間
は
8
時
間
以
内
」

「
時
間
外
を
含
め
て
も
12
時

間
以
内
」
「
勤
務
と
勤
務
の

間
に
少
な
く
と
も
連
続
12
時

間
以
上
の
休
息
期
間
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
諸
外
国
並
み
の
保
護
措
置

を
と
り
、
労
働
者
が
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。

改
善
さ
れ
な
い

看
護
職
員
の

勤
務
実
態

医
療
機
関
に
お
け
る
「
2

0
2
1
年
度
夜
勤
実
態
調

査
」
結
果
は
、「
2
交
替
」
病

棟
の
割
合
が
過
去
最
多
と
な

り
ま
し
た
。「
16
時
間
以
上
」

の
長
時
間
夜
勤
は
、
病
棟
数

の
52
・
7
％
、
看
護
職
員
数

の
52
・
1
％
と
変
わ
ら
ず
高

い
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
勤

務
間
隔
「
12
時
間
未
満
」
は

53
・
3
％
、「
8
時
間
未
満
」

は
41
・
7
％
と
、
諸
外
国
か

ら
は
考
え
ら
れ
な
い
勤
務
実

態
が
続
い
て
い
ま
す
。「
イ
ン

タ
ー
バ
ル
協
定
」
の
有
無
で

は
、「
有
」
は
わ
ず
か
14
・
5

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
1
9
6
5
年
、

看
護
師
の
夜
勤
制
限
の
必
要

性
を
認
め
、
「
夜
勤
は
月
平

均
8
日
以
内
」
「
1
人
夜
勤

禁
止
」
な
ど
の
「
判
定
」
を

出
し
ま
し
た
。
1
9
9
2
年

の
「
看
護
師
確
保
法
」
基
本

指
針
で
は
、
離
職
防
止
対
策

と
し
て
夜
勤
負
担
の
軽
減
を

あ
げ
「
複
数
・
月
8
日
以
内

の
夜
勤
体
制
の
構
築
」
を
位

置
づ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
慢
性
的
な

人
員
不
足
な
ど
に
よ
り
、
今

も
な
お
、
順
守
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

今
回
の
調
査
結
果
で
も
、

「
3
交
替
」
職
場
の
ひ
と
月

の
夜
勤
日
数
「
9
日
以
上
」

は
25
・
1
％
、
「
2
交
替
」

職
場
の
ひ
と
月
の
夜
勤
回
数

「
4
・
5
回
以
上
」
は
40
・

1
％
と
高
い
結
果
で
「
夜
勤

専
門
看
護
師
」
の
配
置
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
夜

勤
人
員
の
不
足
が
続
く
中
で

夜
勤
専
門
看
護
師
に
頼
ら
な

け
れ
ば
夜
勤
体
制
の
維
持
・

管
理
が
で
き
な
い
状
況
が
推

察
で
き
ま
す
。

ま
た
、労
働
組
合
と
し
て
、

非
常
に
深
刻
だ
っ
た
の
は
、

3
割
以
上
の
施
設
で
夜
勤
協

定「
無
」と
い
う
事
実
で
す
。

新「
い
の
ち
署
名
」

前
面
に
掲
げ
奮
闘

し
よ
う

夜
勤
は
労
働
条
件
の
根
幹

に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題

で
、
「
夜
勤
協
定
」
は
労
働

者
の
健
康
と
患
者
の
安
全
を

守
る
う
え
で
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
す
べ
て
の
組
織
で

「
夜
勤
協
定
」
を
締
結
し
、

順
守
さ
せ
る
こ
と
、
守
ら
れ

な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

追
求
す
る
等
、
夜
勤
に
関
す

る
労
働
実
態
を
重
要
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

根
本
的
な
問
題
は
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
で
あ
り
、
問

題
解
決
に
は
大
幅
な
人
員
増

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の

秋
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
新

「
い
の
ち
署
名
」
を
前
面
に

掲
げ
、
人
間
ら
し
く
生
き
、

健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
・
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

松
田

加
寿
美

安
全
・
安
心
で
よ
り
よ
い

病
院
給
食
を
目
指
そ
う

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう

増員と夜勤改善で健康に働き続けられる勤務環境へ

年末年始の共済業務についてお知らせ

第53回中央委員会のご案内第53回中央委員会のご案内

「リーベン嵯峨野」
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